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ナショナル･オーストラリア銀行（ＮＡＢ）は、

150年の歴史を誇るオーストラリア最大の銀行で

ある。総資産42.7兆円、時価総額はオーストラリ

ア全上場企業中第2位であり、スタンダード＆プ

アーズのＡＡ、ムーディーズのＡａ３など、格付

け機関からも高い評価を得ている。2006年12月同

行は、ＵＮＩとの間でグローバル枠組み協定を締

結した。

グローバル枠組み協定とは？

グローバル枠組み協定は、今全ての国際産業別

労働組合組織（ＧＵＦ）が各分野の多国籍企業と

の間で締結することを目指している企業の社会的

責任（ＣＳＲ）推進のツールである。内容はさま

ざまだが、基本的には多国籍企業のグローバルな

オペレーションにおいて、ＩＬＯの中核的労働基

準を守って操業することを約束し、モニターの役

割をＧＵＦに依頼する。企業はこれによって、

ＣＳＲの労働という側面を重視していることを世

論や株主にアピールでき、ＧＵＦは良き雇用者を

拡大する梃子として活用できる。良き労使関係作

りを宣言する１～２ページの簡単な協定である

が、日本の多国籍企業でＧＵＦとグローバル枠組

み協定を結んだ企業はまだ無い。「ＩＬＯの中核

的労働基準は守っているから、あえて協定を結ぶ

必要は無い。」「国境を越えたオペレーションの

中で、現地の下請け会社やサプライヤーまで管理

できない。」「ＧＵＦとの協定は前例が無い。」「海

外の労組のことは良くわからないので、不安」な

どの理由が挙げられる。日本企業に良く見られる

「ネガティブな完ぺき主義」が締結を躊躇させて

いる。

オーストラリアでの出会いと東京のＣＳＲセミナー

ＵＮＩはサービス産業を中心とするＧＵＦだ

が、すでに20の多国籍企業とグローバル枠組み協

定を結んでいる。ＮＡＢもその一つである。昨年

ＵＮＩの金融部会委員会がメルボルンで開催され

た際、損保労連石川委員長と共にＮＡＢを訪問し

た。イローナ総合人事局長は、次のように述べた。

「企業が国境を超えて事業を展開すると、オペレー

ションは複雑になり、進出先で何が起こっている

かつかみにくいという問題が出ます。特に労使関

係は、各国の歴史と文化に規定されるので、本国

流で当たると失敗します。しかし進出先であって

も問題を起こせば、企業ブランド全体に傷がつき

ます。その点ＵＮＩとのグローバル協定は、労使

の協力を前提とし、ＵＮＩが進出先の労使関係を

モニターしてくれるので、早期警戒警報として役

に立ちます。」「ＵＮＩとの協定は勿論初めてで

したが、オーストラリア金融労組（ＦＳＵ）とは

長期にわたる信頼関係が築かれています。ＦＳＵ

が加盟する国際組織には何の不安もありませんで

した。」実に明快な回答だった。

ＵＮＩ－ＬＣＪ（日本加盟組織連絡協議会）は、

2010年長崎で開催するＵＮＩ世界大会までに日本
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の多国籍企業最低１社とグローバル枠組み協定を

結ぶことを目標としている。そこでグローバル枠

組み協定について、企業と組合の皆さんにもっと

知ってもらうため、労使セミナーを企画。ＮＡＢ

にも招待状を出した。正直言って驚いたが、ＮＡＢ

は快諾、ジョン・オブライエン上級人事部長（労

使関係担当）を派遣してくれた。ＵＮＩ本部から

は、オリバー・レティク金融部会局長が来日した。

こうして２月６日ＵＮＩ－ＬＣＪ金融部会・ＵＮＩ

世界金融部会共催セミナー「ＣＳＲ：ダイバシ

ティーマネジメントへの道標」を開催した。日本

からは、ＣＳＲの国際規格化（ＩＳＯ26000）を

目指す会議にも参加すると共に、積極的にＣＳＲ

を推進している損保ジャパンの関ＣＳＲ・環境推

進室長にご講演頂いた。オブライエン氏は、ＮＡＢ

はＣＳＲを重視しており、環境、地域貢献、労働

という３側面を重視していること、ＮＡＢが大規

模にオペレーションを行っているオーストラリ

ア、英国、ニュージーランドの３金融労組との間

で対話の機構を持っており、年に一度はグローバ

ル労使会議を開催し、ＣＥＯも参加して話し合う

こと、ＣＳＲを推進しているＮＡＢにとってＵＮ

Ｉとのグローバル協定締結は当然の帰結であり、

締結にあたって社内に異論は全く無かったなどの

話をした。

ＵＮＩ金融部会は、現在国連が進めている「グ

ローバルコンパクト」参加企業が、「グローバル

コンパクト」に記されている労働の側面をいかに

実施しているか調査を行い、回答があったグロー

バル金融機関25社の実施状況を報告した。調査か

ら浮かび上がった傾向は、「①環境、地域貢献に

は取り組んでも、労働は重視しない、②グローバ

ルコンパクトを締結しているのに、本国のことし

か念頭に無い」であり、改善のツールとしてＵＮ

Ｉとのグローバル枠組み協定が役立つとオリバー

氏は訴えた。

オープンで正直、真摯な姿勢

私が感銘を受けたのは、ＮＡＢのビジネスと

ＣＳＲ、労使関係に対する誠実な姿勢だった。オー

ストラリアには４つのメガバンクがあるが、

ＮＡＢのＣＳＲ政策は抜きん出ている。オープン

で正直、説明責任、チームワークと協力、公正と

尊敬といった原則をベースに、企業責任として、

社員、環境、コミュニティーへの投資を挙げ、労

働時間に弾力性を持たせ、子育てに夫婦で当たれ

るようにするなど、ワークライフバランスを実現

するために労働条件にも様々な工夫を凝らしてい

る。グローバル枠組み協定は、ＮＡＢの日常の取

り組みを国境を越えて適用するだけの、当然の帰

結だったのであろう。オブライエン人事部長から

話を聞くと、確かにハワード政権時代には政権か

ら煙たがられたこともあったと言う。しかし政権

に関わらず、労使の協調を貫き、今は政権からも

評価されている。日本の多国籍企業にも是非参考

にして頂きたいものである。
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